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教 　 研 　 生 L₁ L₂ L₃ L₄ L₅ L₆ L₇ L₈ 平均値
プログラム全体 ₄ ₄ ₄ ₃ ₄ ₄ ₄ ₄ 3.88
日 　 本 　 語 ₄ ₄ ₄ ₄ ₄ ₄ ₄ ₄ 4.00
日 本 の 文 化 ₄ ₄ ₄ ₄ ₄ ₄ ₄ ₄ 4.00
日 本 の 自 然 ₄ ₄ ₄ ₄ ₄ ₄ ₄ ₄ 4.00
日 本 の 社 会 ₄ ₄ ₃ ₄ ₄ ₄ ₄ ₄ 3.88
日 本 の 教 育 ₃ ₄ ₃ ₃ ₄ ₄ ₄ ₄ 3.63
専 門 の 学 習 ₄ ₄ ₄ ₄ ₄ ₄ ₄ ₃ 3.88
指導教員の指導 ₄ ₄ ₄ ₄ ₄ ₄ ₄ ₄ 4.00
学 校 訪 問 ₃ ₄ ₄ ₄ ₄ ₄ ₄ ₄ 3.88
自 国 の 発 表 ₃ ₄ ₃ ₃ ₄ ₄ ₄ ₄ 3.63
文 化 体 験 ₃ ₄ ₃ ₄ ₃ ₄ ₄ ₄ 3.63





































































































































































































































































































































































































































































































































プ ロ グ ラ ム 全 体 ₃
日 本 語 ₃
日 本 の 文 化 ₄
日 本 の 自 然 ₄
日 本 の 社 会 ₄
日 本 の 教 育 ₄
専 門 の 学 習 ₃
指 導 教 員 の 指 導 ₄
学 校 訪 問 ₄
自 国 の 文 化・ 発 表 ₄
文化体験（旅行など） ₄






















改 善 へ の
アドバイス
講義数をもっと増やしてほしい。空いて
いる時間が多いので、他の講義や日本語
の講義がもっとあればよかった。
表12　L9によるプログラムへの意見や感想など
表11より、L9の評価の平均は3.73で満足度が高かっ
た。本プログラムに対する意見や感想、学んだこと、
帰国後に活かしたいこと、改善へのアドバイスを以下
の表12に示す。
表12から、L9は本プログラムで指導技術やモチベー
ションなどについて多くのことを学び、研究の成果を
帰国後に発表しようと考えていることが分かる。プロ
グラムの改善には、授業時間数の増加が必要だと指摘
されている。
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₇．プログラムの改善
　　－2018年度と2019年度の試み－
2018年度及び2019年度には、2017年度に実施したプ
ログラム開始前・終了後のインタビューと自己評価を
継続して行った。自己評価には、改訂版に毎年少しず
つ修正を加えたものを用いた。また、プログラムの前
後だけではなく、第₂期の終了時（₇月）に、中間イ
ンタビューと自己評価も実施した。
2018年度は、課題（2）の「教研生を人的リソースと
して活用するためには情報提供が不十分である」に対
し、プログラム前に実施したインタビューの内容をも
とに、教研生の仕事や研究テーマ、本学で学びたいこ
とについて、一人ずつプロフィールを作成し、学内の
すべての教員に情報提供をメールで行った（図₂）。
また、課題の（3）「担当者間の定期的な情報交換の
場がない」に対しては、中間のインタビュー及び自己
評価の結果を指導教員に提供することにした。各教研
生が望む学習内容や学校訪問などを伝えることによっ
て、第₃期の専門学習をさらに充実させることができ
るのではないかと考えた。このことによって、課題の
（5）「学校訪問や授業見学の機会が不十分である」と
いう教研生の不満にも応えることにつながるのではな
いだろうか。
図₂　教研生のプロフィール
₈．これまでの取り組みの成果と課題
これまで述べてきたように、2015年度から2019年度
にかけて、教研生プログラムを現職教員研修という観
点から見直し、改善するために、様々な取り組みを行っ
てきた。ここでは、先に挙げた₅つ課題について、取
り組みを振り返る。　
まず、課題（1）プログラム内容に改善が必要とい
う点について検討する。プログラムの内容を大きく変
えることはできなかったが、プログラムの開始前・中
間・終了の₃つの時期に、教研生へのインタビューと
自己評価を実施した。これにより、教研生が自らの課
題は何か、プログラムを通じて、どのようなことを学
んだのか、課題の解決ができたかなど、各自の学びを
振り返る機会を提供することができるようになった。
これは、自ら課題を見つけ、主体的に学び、課題を解
決していこうとする姿勢、すなわち、「学び続ける教師」
として重要なプロセスである。このような機会が提供
できたことは、「現職教員研修」という観点から本プ
ログラムを見直し、改善を行ってきたことの大きな成
果であると言えるのではないだろうか。
課題（2）教研生を人的リソースとして活用するため
の情報提供が不十分である、課題（3）担当者間の定期
的な情報交換の場がない、の₂つの課題を検討する。
教研生へのインタビューをもとにプロフィールを作成
したほか、様々な情報を提供するによって、これらの
課題を少しではあるが改善することができた。
課題（4）教育に関連する講義数が不十分であるにつ
いては、特別講義のコマ数を増やすことができず、改
善には至っていない。しかしながら、教研生の学びた
い内容を提供してもらえるように協力を呼びかけたこ
とで、講義担当者以外の教員から協力を得ることがで
きるようになった。とはいえ、解決できたとは言えず、
継続課題としていきたい。
課題（5）学校訪問や授業見学の機会が不十分である
については、プログラム開始前・中間の時点で得られ
た教研生のニーズを、指導教員と特別講義の担当者に
伝えることによって、内容を改善することにつなげる
ことができた。また、附属学校への協力要請により、
授業見学も可能となった。しかし、長期間にわたって
授業を見学したいというニーズには十分に応えること
はできていない。こちらも今後の課題としたい。
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₉．おわりに
本稿では、本プログラムの₅つ課題を解決するた
めに、現職教員研修の観点からプログラムを見直し、
改善に向けて行ってきた様々な取り組みについて述べ
た。
これまで、留学生部会ではプログラムを提示し、講
義を担当者に任せるだけで、プログラムを検証する機
会は設けていなかった。しかし、プログラムを総括す
るコーディネーターを置き、開始前・中間・終了時の
₃回、教研生に対するインタビューを行い、ニーズや
学習目標などを聞き取り、それらを教員に提供するこ
とにした。つまり、コーディネーターが中心となり、
教研生の指導に関わる指導教員や講義担当教員、その
他の教員にも働きかけることで、教研生一人一人の学
びを「ユニットの形」で支援することができるように
なったと言える。
また、コーディネーターの呼びかけにより、学部の
授業に教研生をゲストとして招くことも行われるよう
になっている。教研生に母国の教育や自らの教職キャ
リアついて話してもらうことにより、学部生は当該国
の教育ならびに教員養成について学び、あわせて、日
本の教育を相対化し、長所と課題についてより深く考
える機会を得ている。こうした機会の提供が多数の授
業で行われるようになった。自国の教育や教職キャリ
アパスについて真摯に考え留学している教研生ならで
はの情報や視点が学部生にもたらされている。教研生
は、第三期中期目標・計画が示す、グローバルな視点
をもつ教員の育成において、重要な人的リソースと
なっていると言えるだろう。
今後の課題は、プログラムのコーディネーターが中
心となって、これまでの取り組みを続けていくことは
もちろんであるが、さらに充実したプログラムにする
ため、教育に関する講義の提供や長期にわたる授業見
学の機会を増やしていくことである。
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